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創刊号の製本と独立法人化に向けた取り組み

林　純一 （筑波大学 生物科学系）

　幼児の頃、寝る前に母がいつも話してくれたたくさん
の物語の中で、今でも覚えているのは「蜘蛛の糸」と「姥
捨て山」である。月刊「つくば生物ジャーナル」の創刊
を思いついた時、なぜかこの「姥捨て山」のことが連想
され、しばらくのあいだ自分の幼児期のなつかしい思い
出にふけってしまった。この話には年寄りの経験を大切
にしなさいと言ういわば教訓めいたところがある。
　卒業生や退官された教官を「姥捨て山」の姥にたとえ
るなどとんでもない、とおしかりを受けそうであるが、2
年後の独立法人化をひかえさまざまな難題が降りかか
り、諸先輩の力も借りてこれらの問題を乗り越えて行く
には本誌の刊行が一番であったと思う。しかし、創刊号
に多数寄せられた素晴らしい論文の数々を読んでいる
と、このジャーナルは難題を先輩諸氏の知恵を借りてク
リアするなどというような消極的なものではなく、これ
までの制約から解放された独創的な教育組織を構築し展
開していく上でも有効に活用できるとてつもなくスケー
ルの大きいものであることが浮き彫りになってきた。
　そこで是非ともこの月刊誌創刊という独創的取り組み
を、もっと積極的に学内外にアピールすべきだと思っ
た。おそらく最も有効な手段の一つは創刊号をきちんと
印刷製本し、それを著者や生物学類関係者はもちろん、
筑波大学学長、副学長をはじめとする大学執行部、さら
には学外の教育関連施設に配布することではないだろう
か。ところが印刷製本と郵送に必要な経費は学類経費で
はとても捻出できない。そもそもこの月刊誌はオンライ
ンジャーナルなのだ。だからこそこの種の経費は一切か
からず、我々のようなお金のない教育組織でも発行でき
ると考えていた。しかし、少なくとも創刊号は上記の必
要性からも印刷製本する必要に迫られた。
　この種の資金調達が可能なのは学長裁量経費であるこ
とから、第二学群長、教育担当副学長、総務担当副学長
にこの月刊誌創刊の経緯を説明した。その結果、生物学
類が全国に先駆けて始めたこのユニークな取り組みは極
めて高く評価され、少なくとも創刊号の印刷製本の経費
をカバーしてもらうことになった。ただし、学長裁量経
費は創刊号の後の全ての号の印刷製本にかかる経費には
適用できにくい。このため、今のところ創刊号以降の号
は各自が印刷するという本来のオンラインジャーナルの
スタイルになる可能性が強い。しかし、今後もあらゆる
機会を見つけてこれらの諸経費を外部資金獲得によって
調達できるよう努力するつもりでいる。そしてそれが採

択された時点で過去に遡って全ての号を製本印刷できれ
ばと思っている。いずれにしてもこの月刊誌を通して、
生物学類同窓会の潜在力の規模がとてつもなく大きいも
のであることを強力に宣伝していきたいと思っている。
　現在、生物学類が検討すべき課題はたくさんある。入
学した学生に心から満足してもらえるような学習プログ
ラムの整備は当然として、さらに生物学類の知的財産を
社会還元することや国際交流など、枚挙すればきりがな
いくらいである。たとえば、すでにこの号の特集[1-3]
で取り上げたような「エルネット（el-Net）・オープンカ
レッジ」や「大学等地域解放推進事業・理科数学離れ対
策」への取り組みなどがあげられる。さらにインターン
シップ（就職体験）参加、高校への出前授業（大学模擬
授業）、高校教師公開講座の開設、ファカルティーディベ
ロップメント対策、TAによる補習授業、不登校対策等目
白押しである。
　おそらく今後も、独立法人化によってますますこのよ
うな新たな取り組みを要求される場面が多くなるはずで
ある。しかしそれらがすでに別の大学で行われ成功した
から同じことをやりなさいと言われ、すべて追随するの
ではあまりにもやりがいがない。その意味からも本誌は
筑波大学生物学類が新たな独創的な取り組みの先頭を常
に走るための決定的な知恵袋として活用できるに違いな
い。そもそもこのジャーナルそのものが独創的存在なの
である[4]。そしてこの月刊誌をキーステーションとし
て、今後生物学類の取り組みに対する意見の発表、議論
がなされることで、生物学類関係者の英知を結集し生物
学類の独創的アイディアをどこよりも早く展開し社会に
情報発信していきたいと思っている。さらにこの月刊誌
の刊行は、生物学類は優れた独創的な教育改革に取り組
む拠点教育組織にふさわしいとして高く評価されるもの
と期待している。この月刊誌の継続と、生物学類のます
ますの発展のためにも多くの読者からの気軽な投稿を心
からお待ちしている。
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